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福祉

社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方

は
、
現
地
を
調
査
し
検
討
し
ま
す
。

下
水
道
の
完
備
に
は
　
　

何
年
か
か
る
の
か

問
　
ふ
じ
み
野
市
の
下
水
道
が
一

〇
〇
％
完
成
す
る
に
は
、
ど
の
く

ら
い
の
年
数
が
か
か
る
の
か
。

答
　
今
後
二
十
年
か
ら
三
十
年
く

ら
い
の
年
月
が
必
要
で
す
。

問
　
ふ
じ
み
野
市
内
を
流
れ
る
江

川
や
砂
川
堀
は
下
水
路
な
の
か
。

答
　
雨
水
を
流
す
雨
水
路
で
あ
っ

て
、
下
水
路
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
岡
江
川
の
水
害
に
　
　

本
格
的
対
策
を

問
　
旧
上
福
岡
市
議
会
は
﹁
福
岡

江
川
の
水
害
対
策
﹂
の
請
願
を
採

択
し
、
旧
市
は
﹁
遊
水
池
と
ポ
ン

プ
﹂を
設
置
す
る
方
向
だ
っ
た
。
合

併
後
の
ふ
じ
み
野
市
で
は
ど
の
よ

う
な
計
画
か
。

答
　
財
政
を
見
な
が
ら
、
仮
設
ポ

ン
プ
使
用
な
ど
、
現
状
で
の
管
理

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集
中
豪
雨
時
に
新
河
岸
川

遊
水
池
の
有
効
利
用
を

問
　
元
福
岡
は
、
集
中
豪
雨
が

あ
っ
た
と
き
急
激
に
水
位
が
高
く

な
り
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
集
中

豪
雨
時
、
新
河
岸
川
遊
水
池
の
有

効
利
用
は
で
き
な
い
の
か
。
遊
水

池
は
か
ら
か
ら
の
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
︵
元
福

岡
︶
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
の

方
々
に
は
、
照
明
も
な
く
暗
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
防
犯
上
か
ら
も

一
日
も
早
く
対
処
し
て
ほ
し
い
と

訴
え
て
い
る
。

答
　
遊
水
池
に
つ
い
て
は
県
と
相

談
し
て
い
き
ま
す
。
防
犯
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

滝
・
長
宮
公
園
拡
張
整
備

問
　
滝
・
長
宮
公
園
拡
張
整
備
に

つ
い
て
は
。

答
　
隣
接
地
の
地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
、
契
約
に
向
け
て
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
の
公
園
整
備
に
際

し
て
は
、
健
康
維
持
、
介
護
予
防

な
ど
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

で
き
る
の
か
。

答
　
異
議
申
し
立
て
は
三
十
八
件

で
す
。
激
変
緩
和
は
継
続
で
き
ま

せ
ん
。
利
用
料
軽
減
は
実
施
し
ま

す
。特

養
待
機
者
数
と
　
　
　

市
の
介
護
予
防
計
画
は

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
居
待
ち
の
人
数
、
入
居
者
の
介

護
度
は
。
ま
た
、
介
護
予
防
計
画

は
。

答
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
市

内
に
四
つ
あ
り
、
定
員
は
合
計
で

三
〇
九
人
で
す
が
、
現
在
は
満
室

で
す
。
待
機
者
は
六
〇
三
人
で
す
。

介
護
度
３
は
二
五
・
五
％
、
介
護

度
４
が
三
六
・
五
％
、
介
護
度
５

が
二
四
・
七
％
で
す
。
ま
た
、
特

定
と
一
般
の
高
齢
者
へ
の
計
画
が

あ
り
、
一
般
高
齢
者
へ
の
事
業
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
介

護
予
防
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

国
保
税
滞
納
者
の
実
態
を

把
握
し
保
険
証
の
交
付
を

問
　
生
活
が
困
難
で
国
保
税
を
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
長
期
滞
納

者
に
、
保
険
証
が
未
交
付
に
な
っ

て
い
る
。
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば

短
期
保
険
証
が
受
け
取
れ
な
か
っ

た
り
、
お
金
が
な
い
人
は
医
療
が

受
け
ら
れ
な
い
の
は
問
題
で
、
市

は
滞
納
者
の
実
態
を
把
握
し
て
、

全
員
に
保
険
証
を
交
付
す
べ
き
。

答
　
長
期
滞
納
者
に
は
、
半
年
ご

と
に
窓
口
に
来
る
よ
う
に
通
知
を

出
し
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
対
策
と
国
保
税

の
減
免
制
度
を
作
る
べ
き

問
　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
戦

後
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
中
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
病
気
を
治
す
た
め

の
社
会
保
障
制
度
と
し
て
つ
く
ら

れ
た
。
し
か
し
、
国
は
自
治
体
に

対
す
る
負
担
金
を
減
ら
し
国
保
運

営
を
厳
し
く
し
て
い
る
。
一
方
で
、

団
塊
の
世
代
を
迎
え
国
保
加
入
者

が
増
え
、
年
金
生
活
者
の
増
、
自

営
業
者
や
中
小
零
細
業
者
の
廃

業
・
倒
産
な
ど
で
、
高
い
国
保
税

を
払
え
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い

る
。
市
は
、
低
所
得
者
対
策
と
、
国

保
税
の
減
免
制
度
を
作
る
べ
き
だ
。

答
　
低
所
得
者
対
策
は
、
法
的
な

減
免
制
度
を
活
用
。
市
独
自
の
減

免
制
度
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

保
険
証
個
人
カ
ῴ
ド
の
　

実
施
は
い
つ
か

問
　
平
成
十
六
年
六
月
の
一
般
質

問
で
、
保
険
証
の
個
人
カ
ー
ド
の

提
案
を
し
た
。
今
年
こ
そ
実
施
さ

介
護
予
防
推
進
の
地
域
支

援
事
業
の
内
容
・
啓
発
は

問
　
介
護
予
防
に
関
す
る
さ
ら
な

る
取
り
組
み
と
し
て
、
要
介
護
状

態
に
な
る
前
か
ら
介
護
予
防
を
推

進
す
る
地
域
支
援
事
業
が
実
施
さ

れ
る
。
そ
の
内
容
と
啓
発
に
つ
い

て
は
。

答
　
事
業
の
内
容
は
、
①
　

高
齢
者

や
家
族
、
地
域
住
民
の
総
合
的
な

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
へ
の

対
応
と
支
援
、
②
　

介
護
予
防
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
③
　

予
防
の
充
実
を
図
る
た
め
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
、
④
　

高

齢
者
の
た
め
の
権
利
擁
護
に
関
す

る
支
援
で
す
。
啓
発
は
市
報
、
地

区
の
会
合
等
で
周
知
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
利
用
料
軽
減

の
約
束
は
果
た
せ
る
か

問
　﹁
介
護
保
険
料
が
高
い
﹂
と
異

議
申
し
立
て
が
出
て
い
る
の
は
何

件
か
。
現
在
、
激
変
緩
和
を
採
用

し
九
段
階
と
し
て
い
る
が
、
平
成

二
十
年
以
降
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

市
長
が
約
束
し
た
利
用
料
軽
減
は
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れ
る
の
か
。

答
　
実
施
い
た
し
ま
す
。

医
療
費
抑
制
に
保
健
セ
ン

タ
ῴ
と
の
連
携
を

問
　
国
保
の
滞
納
は
一
四
億
円
、

不
納
欠
損
も
五
、
〇
〇
〇
万
円
と

な
り
、
国
保
の
危
機
を
感
じ
る
。
も

し
皆
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
ら
、

盲
腸
の
場
合
、
ホ
ノ
ル
ル
で
は
五

日
入
院
で
二
三
七
万
円
か
か
る
。

日
本
で
は
三
〇
万
円
だ
が
、
高
額

医
療
制
度
に
よ
り
自
己
負
担
は
八

万
円
で
済
む
。
国
保
へ
の
繰
り
入

れ
は
い
く
ら
か
。
高
血
圧
症
の
人

も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
医
療
費
抑

制
の
た
め
﹁
秋
桜
の
里
﹂
の
プ
ー

ル
を
利
用
す
る
等
、
保
健
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
と
り
、
具
体
的
な

成
果
を
上
げ
る
と
き
で
は
な
い
か
。

答
　
一
般
財
源
よ
り
一
一
億
円
繰

り
入
れ
ま
し
た
。
高
血
圧
症
の
人

は
約
五
、
〇
〇
〇
人
い
ま
す
。
平

成
二
十
年
の
医
療
制
度
改
革
で
保

健
指
導
の
徹
底
が
挙
が
っ
て
い
る

の
で
、
予
防
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
育
成
推
進
行
動
計

画
の
重
点
課
題
は

問
　
旧
市
町
の
次
世
代
育
成
推
進

行
動
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状

を
と
ら
え
た
内
容
。
合
併
で
状
況

が
変
化
し
て
い
る
。
ふ
じ
み
野
市

と
し
て
の
基
本
理
念
と
重
点
課
題

は
。
策
定
委
員
会
の
今
後
の
予
定

は
。

答
　
庁
内
検
討
委
員
会
や
策
定
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
、
旧
市
町
の

行
動
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

内
容
を
十
分
に
尊
重
し
ま
す
。
策

定
委
員
会
は
、
八
月
か
ら
十
二
月

ま
で
に
五
回
開
催
予
定
で
す
。

第
二
子
目
の
出
産
育
児
一

時
金
を
五
〇
万
円
に

問
　
少
子
化
が
進
む
現
在
、
若
い

ご
夫
婦
の
悩
み
が
出
産
や
育
児
に

か
か
る
費
用
で
す
。
出
産
育
児
一

時
金
の
三
〇
万
円
か
ら
三
五
万
円

へ
の
引
き
上
げ
案
が
出
た
が
、
他

市
の
よ
う
に
第
二
子
目
か
ら
五
〇

万
円
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た

児
童
手
当
の
増
額
も
。

答
　
条
例
改
正
が
可
決
さ
れ
れ

ば
、
十
月
か
ら
三
五
万
円
に
引
き

上
げ
と
な
る
の
で
、
ご
理
解
を
願

い
た
い
。
児
童
手
当
は
、
小
学
三

年
か
ら
六
年
ま
で
に
拡
大
し
、
支

給
率
九
〇
％
以
上
に
な
る
よ
う
所

得
制
限
を
緩
和
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居

場
所
づ
く
り
の
現
状
は

問
　
放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
居
場
所

づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ふ

じ
み
野
市
の
現
状
は
。

答
　
昨
年
十
月
の
合
併
後
、
大
井

地
区
は
学
童
保
育
の
会
が
、
上
福

岡
地
区
は
市
立
児
童
館
で
、
共
働

き
世
帯
の
児
童
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
上
福
岡
地
区
で

は
集
団
下
館
、
警
察
職
員
を
招
い

て
の
﹁
安
全
教
室
﹂、﹁
小
学
生
安

全
ガ
イ
ド
﹂
の
保
護
者
へ
の
配
布

と
啓
発
、
児
童
へ
の
指
導
を
し
ま

し
た
。
大
井
地
区
で
は
、
集
団
下

校
で
延
長
保
育
児
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
直
接
引
き
渡
し
て
い
ま

す
。
学
童
用
の
帽
子
を
配
布
し
、
屋

外
で
遊
ぶ
と
き
は
着
用
し
判
別
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の

市
独
自
の
軽
減
策
を

問
　
障
害
者
の
一
部
負
担
の
導
入

に
よ
っ
て
、
施
設
利
用
を
控
え
る

と
い
う
状
況
が
起
き
て
い
る
。
負

担
の
軽
減
に
大
至
急
取
り
組
ま
な

い
と
、
障
害
者
は
生
活
し
て
い
け

な
く
な
る
。
市
独
自
の
軽
減
策
を

実
施
せ
よ
。

答
　
二
年
間
の
経
過
措
置
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
生
活
支
援
事
業
、

及
び
補
装
具
の
給
付
等
は
、
利
用

者
負
担
の
限
度
額
を
国
基
準
の
半

額
に
設
定
い
た
し
ま
す
。
ス
ト
マ

装
具
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
別
途
助
成
制
度

を
設
け
ま
す
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
実
施
に

伴
う
利
用
者
負
担
は
無
料
と
い
た

し
ま
す
。

上
野
台
保
育
所
跡
地
に
　

障
が
い
者
施
設
の
建
設

問
　
上
野
台
保
育
所
跡
地
に
障
害

者
施
設
を
早
急
に
建
設
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。
障
害
者
計

画
の
策
定
を
含
め
進
捗
状
況
は
。

答
　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

の
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
と
各
団
体
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
な
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
、
利
用

者
の
求
め
る
施
設
整
備
の
検
討
を

し
、
一
月
ご
ろ
に
は
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

障
が
い
者
就
労
対
策
を
　

具
体
化
す
べ
き

問
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
と

も
に
自
立
支
援
も
大
切
で
あ
る
。

障
害
者
就
労
対
策
を
よ
り
具
体
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
働
く
意
欲
や
能
力
の
あ
る
障

害
者
の
就
労
支
援
に
的
確
に
お
こ

た
え
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
十
九

年
四
月
を
め
ど
に
市
単
独
に
よ
る

実
施
で
、
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
開

設
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

カリヨン広場で親子のイベント

一 般 質 問


